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Ⅰ 「レッドデータブックにいがた」見直しの経緯 

新潟県は、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保全について、県民への周知や理

解を図るとともに、関係省庁や地方公共団体、関係企業等に情報発信することにより、

各種開発計画に保護対策を考慮させることを目的に、平成 12 年度に「レッドデータ

ブックにいがた」を策定した。 
しかし、策定から 10 年余りが経過し、内容の見直しが必要となってきたため、生

息・生育状況や生息・生育環境の変化に関する最新の情報に基づき、レッドデータブ

ックの見直し作業を行い、淡水魚類及び大型水生甲殻類について第２次レッドリスト

をとりまとめた。 
   
Ⅱ 見直し作業の進め方 

「レッドデータブックにいがた」策定にあたり、新潟県野生生物保護対策検討会を

設置した時と同様に、見直し作業においても有識者で構成する検討会（分科会）を設

置し、調査方法や掲載種等について検討を行った。  
また、見直しに必要な現地調査や文献調査等は、民間事業者や専門家団体へ委託し

た。 
 

新潟県 

有識者：新潟県野生生物保護対策検討会 

（事務局：環境企画課） 

民間事業者・専門家団体 

 ・現地調査・文献調査等  
 ・レッドデータブック      
 ・（レッドリスト）原稿作成等  

協力依頼 

検討結果 

委託 

成果品 

レッドデータブック 

（レッドリスト） 

改訂版公表 

生物多様性の保全（野生動植物の保全） 

 種の選定・カテゴリー変更等  

情報提供等 
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Ⅲ 見直し作業の概要 

１ 検討体制 

  平成 25 年度に新潟県野生生物保護対策検討会（淡水魚類・大型水生甲殻類分科会）

を設置し、調査方法及び掲載種等について検討を行った。構成員は下表のとおりであ

る。 

 

新潟県野生生物保護対策検討会（淡水魚類・大型水生甲殻類分科会）構成員 

 

 

２ 評価対象種の基本的条件 

（１）種又は亜種を評価の単位とし、分類上亜種に細分される場合は原則として亜種を

評価の対象とした。ただし、種又は亜種の学名が確定しなくとも、明確に特定でき、

報告されたものは評価の対象とした。 

（２）海外から導入された種及び国内他地域から導入された個体群は対象から除いた。

ただし、導入かどうか判断が困難な場合は対象とした。 

（３）淡水河川・湖沼から汽水域に生息する魚類及び大型水生甲殻類を対象とし、海産

類は対象から除いた。 

 
３ カテゴリーと判定基準 

（１）カテゴリーは、レッドデータブックにいがた（2001）の「新潟県カテゴリー」（別

表）を使用した。「新潟県カテゴリー」の判定基準である定性的要件は、当時の環

境庁カテゴリー（1997）に準じているが、これは、環境省第４次レッドリスト（汽

水・淡水魚類）（2013）で使用しているカテゴリーにおいても同じである。 
（２）環境省カテゴリーと異なる点として、絶滅危惧Ⅰ類については、定性的要件によ

る区分が困難なことから、ⅠＡ類とⅠＢ類に分けていない。 
（３）環境省カテゴリーにある「情報不足」は、次の理由から適用していない。 

 ① カテゴリーの概念が、単なる調査不足との誤解を招くおそれがある。 
 ② このカテゴリーの安易な多用が懸念される。 

（４）環境省カテゴリーにある「絶滅のおそれのある地域個体群」は、県レベルの狭い

地域内を考慮した場合、環境省の定義や定性的要件がなじまないことから適用して

いないが、希少である種等を取り上げるためのカテゴリーとして「地域個体群」を

設けている。 
 

氏  名 所  属 備  考 

井上 信夫 生物多様性保全ネットワーク新潟   

酒泉   満 新潟大学自然科学系 会 長 

高橋   卓 (一財)上越環境科学センター環境部   

中村 幸弘 上越市立水族博物館  

馬場 吉弘 県立柏崎高校   

樋口 正仁 佐渡地域振興局農林水産振興部漁政課  

松本 史郎 新潟河川生態研究グループ  
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４ 検討方法 

（１）平成25年度から26年度に実施した現地調査と文献調査で得られた情報を参考に、

検討会構成員の知見に基づいて、レッドデータブックにいがた（2001）の掲載種の

カテゴリー変更及び新規選定を行った。 
（２）検討に必要な情報は、主に、新潟県全域を対象とした現地調査並びに、2001 年

以降における本県に生息する魚類・大型水生甲殻類の分布を扱った既存文献の調査

によって収集した。 
（３）情報収集の対象種は、検討委員会で仮選定された掲載候補種で、魚類 37 種（2001

年にレッドデータブックにいがたで選定となった 22 種、2013 年環境省第４次レッ

ドリスト（汽水・淡水魚類）で追加選定となった 9 種、検討委員会によって検討候

補に挙げられた 6 種）と、大型水生甲殻類 9 種（2001 年にレッドデータブックにい

がたで選定となった 2 種、検討委員会によって検討候補に挙げられた 7 種）とした。 
（４）以下について調査し、得られた情報を種毎に整理し、それらを基に包括的な検討

を行い、掲載種とそのカテゴリーを決定した。 
  ①分布・生息状況（繁殖等の状況、個体数） 
  ②生息環境（河川・湖沼等の区分） 
  ③生息を脅かしている原因（河川の改変、移入種の侵入、水湿地の減少等） 
（５）カテゴリー変更や新規選定の理由を明らかにするため、選定理由表（別掲）を作

成した。 
 


